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繰り返す下気道感染の増悪に対して手術を行った Swyer-James

症候群の 1 例  
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和文要旨 :  

24 歳男性。3 歳時に肺炎の既往、20 歳時に気胸の手術歴がある。

24 歳時に下気道感染増悪を契機に Swyer-James 症候群と診断さ

れた。嚢状気管支拡張内膿瘍を認め、抗菌薬治療抵抗性を示し、

就労に支障を来し手術の方針となった。 CT 上透過性亢進を示す

部位の切除（左 S 1 + 2 区域切除 +S 6 部分切除）を施行し、その後、

現在まで感染再燃なく就労継続も可能となっている。  
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Swyer-James 症候群 (Swyer-James  syndrome)、反復性気道感染

(recurrent  resp ira tory  in fect ion)、外科的治療 (surg ica l  therapy)  

 

短縮タイトル :  

Sweyer-James 症候群の一手術例  

  




